
「と金」の由来
説は 3つある。

1）「金」の略字だとする説。

2）「登」が「と」になったとする説。

3）「金」と同じ「キン・コン」と読む「今」当て字として使ったとする説。

1）「金」の略字だとする説。

1993年に奈良県の興福寺旧境内から発見された日

本最古の将棋駒である。天喜 6年（1058）のものと

推定される。

これは「と」ではない。

左は「と」とは読めない「と金」

「金」の「ひとやね」は右のようになる。とすると中身

はひとつの点に略さないといけない。

字書にもそこまで略したものは載っていない。

ただ、「候」を点に略し、「圓」の中身を縦線に略して「円」

になった例もあるから、この説を完全には否定できな

い。



2）「登」が「と」になったとする説。

福井県の一乗谷の16世紀後半の遺跡から出土した

将棋駒である。福井県教育委員会の調査報告書で、

これが「登」の草書であるとされた。

しかし駒のまわりに点が書いてあるものがある。その

点が駒の動かし方と一致している。

赤で示した点は、初心者用に駒の動かし方を示した

点だったのである。

その点を削除すると「登」ではない。

増川宏一
『将棋の駒はなぜ 40枚か』
集英社新書

前掲書

「登」の草書



3）「金」と同じ「キン・コン」と読む「今」当て字として使ったとする説。

この字体を普通に読めば「今」である。

増川宏一『将棋の駒はなぜ40枚か』集英社新書に、

「有名な能楽師の金
こん

春
ぱる

太
だ

夫
ゆう

は度々今春太夫と書かれ、

その中世文書も現存している」とある。私見ではこの

説が最も有力なのではないかと思う。

「今」の草書



「と金」のいろいろ

「今」の草書を書いている 「今」か「と」かビミョー 「と」を書いている 「今」でも「と」でもない

兼成 英歩 兼俊 水無瀬 篁輝 寉園 玉舟 天童草書体 木村名人書

水無瀬兼成 古水無瀬 清定 清安 竜司 峰 関根名人書 英朋

董斉書
豊島龍山作

董斉の別版
豊島龍山作

金龍 翔鶴 石橋書 清龍 巻菱湖

長録 董斉書 信龍 小野鵞堂 安清

董仙 淇洲 俊歩禎好 山華石 源兵衛清安

錦旗 宋歩好 三邨 三田玉枝 阪田好

「と金」は「金」と同じ「キン・コン」という音をもつ「今」の草書を当て字として使っている、という説がある。上記の字体を見る限り、
この説は有力だとおもう。
「金」の草書の極端な略字という説もあるが、『古文書大字叢』、『江戸版本大字典』、『異体字字典』のいずれにも「金」を「今」の
草書のように略す例は発見できなかった。ただ、日本は「圓」の中身を縦線に省略して「円」という字をつくったり、「候」を点に
したり極端な省略もしているので、この説もすてきれない。
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